
概要 / 目的:

燃料サイクルの実現に向けた
持続可能性に関する検討

原子力エネルギーは、技術的には温室効果ガスの排出量が少なく、かつ高
い信頼性をもち、ベースロード容量も高いことから、地球温暖化を緩和する
最も効率的なエネルギー源の一つとして再生可能エネルギーと共に期待さ
れています。しかし、公衆の意見やこれまでに取られたいくつかの段階的廃
止の決定などを考慮すると、技術的基準を満たしていることだけが政治的決
定につながるのではないことに気付きます。技術的、経済的に最適化を行う
こと以外にも、環境及び社会に対する配慮など、多くの基準が重要になって
きており、それにより、これまでの論理的な技術アプローチから、より広い持
続可能性アプローチへの変換が求められています。そのため環境フットプリ
ントや、より包括的な社会許容性、社会への影響も考慮する必要があります。
本ウェビナーでは、長期にわたり原子力エネルギーを持続させるために持続
可能性に注目することが、原子力燃料サイクルの動向の見極めるためにい
かに有用であるかを説明します。
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環境因子、社会因子、経済因子に着目し、原子力エネルギーの
より広い持続可能性アプローチへの変換を説明しています。そし
て、今後の燃料サイクルの合理性を示しています。



環境因子 (1=グリーンハウスガス低減因子, 2=資源有効活用因子)
シミュレーションツール（ここではフランスのNELCASを使用）を用いて、環境フット

プリントに関するライフサイクル評価が可能。エネルギー源ごとにこれらの評価を
行い、各指標（gCO2eq, SOxやNOxなど）へ対する効果を提示できる。



社会影響因子として,
1=安全性の向上, 2=使用済み燃料処理/処分方法の確立をあげ、
経済性因子として 1=安定かつ予測可能な経済性, 2= 運用可能
なコストレベル, 3=より簡素なプロセスの採用をあげている。




